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関西詩人協会会報 第109号（2023.4.1）

関西詩人協会イベント2023  第1回「紅白詩
うた

合戦」
日　時：2023年6月3日（土）1時30分～4時30分（開場1時）
場　所：ドーンセンター5階　視聴覚スタジオ

大阪市中央区大手町1-3-49
TEL：06（6910）8500
京阪電車・地下鉄谷町線

「天満橋駅」より東へ300ｍ
参加費：500円（会員・会員外共、当日受付にて）
詩
うた

合戦出場者の募集：16名（先着順）
※詩合戦出場者は会員のみとなります。
出場者は自作詩を1篇持参（朗読3分以内）

―プログラム―
開会のことば：関西詩人協会代表 左子真由美
第1部 【紅白詩

うた
合戦】自作詩などの朗読をチーム戦で楽しむ。司会：船曳秀隆

休憩：15分
第2部【時代劇 「平和を願う心音は」】

作・演出：安森ソノ子　出演：井谷吉信・山下忠彦・今関文夫・安森ソノ子
第3部【会員による5行詩朗読】テーマ「今日のわたし」 　司会：市原礼子
閉会のことば：関西詩人協会事務局長 永井ますみ

　終了：4時30分 … みんなで片付け

連絡・問合せ先：市原 090-8448-5373　ichiharatr@hotmail.co.jp
船曳 hidetakafunabiki@gmail.com

応募締切：4月30日「紅白詩合戦」「5行詩」ともに、申し込みは会報に同封のハガキにて。

「紅白詩
うた

合戦」チャレンジャー募集！
【言葉は出番を待っている！】

関西詩人協会初のイベント「紅白詩
うた

合戦」（詩のボクシング）に参加してみませんか。
簡単！観戦だれでもOK！観客もいないと盛り上がりません。お客様が審判員です。

来て観て、一緒に楽しみましょう。
★やり方

出場者16名がくじ引きで組分けをします。Aブロック（紅4人、白4人）、Ｂブロック（紅
4人、白4人）に分かれます。個人勝ち抜き戦ではなくチーム戦で戦います。

1回戦！【個人・自作詩の朗読】
Ａブロック紅白2チームが先にそれぞれ自作詩を朗読する。続いてＢブロックも同様に。

2回戦！【4人で即興詩を作る】
くじで引いた言葉を生かしながら即興で詩を作り、作品やパフォーマンスの面白さを競う。
①その場で4人それぞれが言葉のカードを引く。
②詩の題にあうように、引いた言葉を入れてチームで協力して即興詩を作る。（作戦タイ
ムあり）Ｂブロックも同様にする。

3回戦！【4人で即興の昔話を作る】
➀その場で4人それぞれが言葉のカードを引く。
②与えられたお題の昔話になるように、引いた言葉を入れて、チームで協力して話を作
る。（作戦タイムあり）Ｂブロックも同様にする。

総合点で勝敗を決める！
＊なお当日の進行内容は多少変更することもあります。
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幻
の『
司
馬
遼
太
郎 

若
江
堤
の
霧
』を
歩
こ
う

　

今
年
は
司
馬
遼
太
郎
生
誕
１
０
０
年
目
に
な
る
そ
う
で
す

が
、
今
回
の
文
学
散
歩
は
元
和
元
年
（
１
６
１
５
）
５
月
６

日
【
大
坂
夏
の
陣
】
で
戦
わ
れ
た
若
江
堤
と
し
ま
す
。
東
大

阪
の
若
江
岩
田
駅
か
ら
約
１
・
９
㎞
の
③
木
村
重
成
墓
（
公

園
）
ま
で
の
往
復
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
司
馬
遼
太
郎
と
言
え
ば
国
民
的
作
家
で
す
。
作
品
は
数
知

れ
ず
あ
り
、
映
画
化
さ
れ
た
も
の
も
沢
山
あ
り
ま
す
。
今
回

の
『
若
江
堤
の
霧
』
は
講
談
社
文
庫
『
お
れ
は
権
現
』
の
中

に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
時
：
５
月
４
日（
木
曜・祝
日
） 13
時
集
合

（
昼
食
を
済
ま
せ
て
下
さ
い
。
駅
周
辺
に
色
々
あ
り
ま
す
。）

集
合
場
所
：
若
江
岩
田
駅
北
６
Ｆ

「
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー（
い
こ
ー
ら
む
）」の
第
一
研
修
室
。

参
加
資
料
代
：
５
０
０
円

参
加
希
望
は
お
葉
書
を
返
送
く
だ
さ
い
。

行
き
方
：

鶴
橋
駅
発
（
近
鉄
奈
良
線
西
大
寺
駅
行
き
各
停
）
に
乗
車

し
て
12
分
位
、
若
江
岩
田
駅
（
各
駅
停
車
し
か
止
ま
り
ま

せ
ん
）
下
車
。
北

出
口
か
ら
出
る
と

す
ぐ
前
に
「
希
来

里
（
き
ら
り
）」

と
い
う
ビ
ル
が
建

っ
て
い
ま
す
。
左

手
の
横
断
歩
道
を

渡
り
、
希
来
里
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

で
、
６
Ｆ
へ
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
：

『
若
江
堤
の
霧
』
テ
キ
ス
ト
朗
読　

13
時
30
分
～

大
坂
の
陣
解
説
と
行
程
説
明

（
集
合
写
真
撮
影
）

14
時
30
分
出
発 

16
時
30
分
頃
若
江
岩
田
駅
帰
着
予
定

コ
ー
ス
：

【
推
定
若
江
堤
】
線
に
ほ
ぼ
沿
っ
て
歩
く
（
住
宅
が
建
っ

て
い
た
り
道
が
行
き
止
ま
り
に
な
っ
て
い
た
り
「
幻
の
」

と
名
づ
け
た
由
縁
で
す
）
帰
り
は
赤
い
点
線　

散
歩
距
離　
行
き
１･

９
㎞
＋
帰
り
２･

６
㎞
＝
４･

５
㎞

　
（
ゆ
っ
く
り
歩
き
ま
す
の
で
約
２
時
間
）

①
飯
嶋
三
郎
右
衛
門
の
墓

　

東
大
阪
市
高
井
田
村
の
生
ま
れ
。
永
禄
11
年
（
１
５
６

８
）
こ
ろ
信
長
が
河
内
を
制
圧
し
た
と
き
、
そ
れ
に
従
い
、

の
ち
秀
吉
、
秀
頼
に
仕
え
、
元
和
元
年
（
１
６
１
５
）
大
坂

の
陣
に
際
し
て
は
、
木
村
重
成
軍
に
加
わ
り
山
口
重
信
と
戦

い
、
若
江
に
て
討
死
し
ま
し
た
。
こ
の
辺
り
は
沼
地
で
大
小

用
水
の
集
合
地
で
あ
り
、
今
も
こ
の
下
に
楠
根
川
に
注
ぐ
地

下
水
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。
三
郎
右
衛
門
の
子
孫
が
岩
田
村

に
住
み
こ
の
墓
を
建
て
ま
し
た
。

②
山
口
重
信
の
墓

　

徳
川
方
武
将
山
口
重
信
は
豊
臣
方
の
武
将
木
村
重
成
軍
と

戦
い
、
討
死
し
ま
し
た
。
26
歳
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
山
口
重
信

の
墓
は
、
死
後
33
回
忌
、
正
保
４
年
（
１
６
４
７
）
に
弟
の
山

口
弘
隆
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
碑
は
高
さ
３･

３
３
ｍ
、

幅
92
㎝
、
亀
趺
（
亀
の
背
）
上
に
建
っ
て
い
ま
す
。

③
木
村
重
成
の
墓

　

木
村
重
成
は
、
大
坂
夏
の
陣
若
江
の
戦
い
で
討
死
し
た
豊

臣
方
の
武
将
で
す
。
以
前
は
山
口
重
信
の
墓
と
向
か
い
合
っ

て
い
ま
し
た
。
第
二
寝
屋
川
の
工
事
に
よ
り
現
在
地
に
移
さ

れ
ま
し
た
。
明
和
２
年
（
１
７
６
５
）、
重
成
の
１
５
０
回

忌
に
際
し
、
重
成
の
首
を
落
と
し
た
安
藤
長
三
郎
の
子
孫
に

あ
た
る
彦
根
藩
士
・
安
藤
次
輝
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
、
重
成

の
尊
崇
者
か
ら
は
「
無
念
塚
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

④
蓮
城
寺（
木
村
重
成
の
肖
像
画
が
あ
り
ま
す
）

　

日
蓮
宗
の
寺
院
で
、
正
保
元
年
（
１
６
４
４
）
焼
失
。
元

禄
６
年
（
１
６
９
３
）、
再
建
。
木
村
重
成
の
位
牌
が
ま
つ
ら

れ
て
い
ま
す
。
蓮
城
寺
の
近
く
は
「
木
村
重
成
陣
屋
跡
」
と

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
蓮
城
寺
は
、
重
成
の
戦
死
に
よ
り
、
重

成
の
叔
父
の
蓮
性
院
日
相
上
人
が
京
都
か
ら
若
江
に
出
て
創

建
し
た
も
の
で
す
。
重
成
の
位
牌
は
隣
の
「
若
江
鏡
神
社
」
か

ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
、
妻
・
青
柳
の
位
牌
は
、
蓮
城
寺
で

日
蓮
宗
の
方
式
に
則
り
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
取
り
上
げ
て
い
ま
せ
ん
が
、
若
江
城
跡
が
あ
り
ま

す
。
南
北
朝
時
代
、
河
内
国
守
護
職
に
な
っ
た
畠
山
氏
に
よ

っ
て
築
城
さ
れ
ま
し
た
。
15
世
紀
の
中
ご
ろ
、
畠
山
氏
の
家

督
を
め
ぐ
る
争
い
は
戦
国
時
代
の
口
火
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
交
通
の
要
衝
で
も
あ
り
古
い
道
標
も
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

帰
り
は
（
赤
い
点
線
）
元
気
が
あ
れ
ば
歩
い
て
、
な
け
れ

ば
近
鉄
バ
ス
乗
車
で
す
。（
20
分
位
お
き
に
走
っ
て
い
ま
す
）

若江岩田

3.木村重成の墓

2.山口重信の墓

希良里

24号

第二寝屋川

近鉄奈良線

21号

河内ゴルフ
倶楽部

4.蓮城寺

1.飯島三郎右衛門の墓

推
定
若
江
堤

〈
朗
読
者
募
集
！
〉

こ
の
文
学
散
歩
の
『
若
江
堤
の

霧
』
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
作
っ

て
い
ま
す
。
関
西
詩
人
協
会
会

員
の
方
有
志
に
朗
読
し
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
先
着
５
～

10
名
ぐ
ら
い
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
会
報
に
同
封
す
る
ハ

ガ
キ
の
〈
朗
読
希
望
〉
の
処
に

チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。
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多
彩
な
詩
と
コ
ラ
ボ
す
る
ア
ー
ト

関
西
詩
人
協
会
主
催

２
０
２
３
年
秋
・
第
33
回
詩
画
展
の
ご
案
内

　

今
年
の
詩
画
展
は
、
準
備
不
足
で
春
は
見
送
る
こ
と
に
し

ま
し
が
、
秋
の
開
催
を
企
画
し
ま
し
た
。
会
場
は
、
以
前
に

使
っ
て
い
た
会
場
「
ス
ペ
ー
ス
ふ
う
ら
」
で
開
催
し
よ
う
と

い
う
世
話
人
の
間
で
提
案
さ
れ
、
こ
の
議
題
が
「
運
営
委
員

会
」
で
承
認
さ
れ
実
行
し
た
く
思
い
ま
す
。
会
場
の
詳
細
は
、

下
記
の
通
り
で
す
。
出
展
ま
で
、
か
な
り
日
時
が
あ
り
ま
す

が
、
ご
参
加
申
込
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

展
示
期
間
：
10
月
1
日（
日
）～
7
日（
土
）

開
館
時
間 

午
前
11
時
～
午
後
5
時
30
分

搬　
入
：
10
月
1
日（
日
）午
前
9
時
よ
り
。

展
示
前
に
作
品
の
写
真
撮
影
。

ご
自
分
で
搬
入
で
き
な
い
場
合
は
、
配
達
日
指
定
：
９
月
30

日
午
後
で
「
ス
ペ
ー
ス
ふ
う
ら
」
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費
１
０
０
０
円
は
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

搬　
出
：
10
月
7
日（
土
）午
後
2
時
よ
り
搬
出
。

終
了
後
に
懇
話
会
を
開
催
し
ま
す
。

託
送
を
希
望
さ
れ
る
方
は
宅
急
便
着
払
い
伝
票
を
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。

他
展
示
：
近
刊
詩
集
・
詩
誌
等
は
、
会
場
に
各
自
置
い
て
く
だ
さ
い
。

会　
場
：
ス
ペ
ー
ス
ふ
う
ら

大
阪
市
東
成
区
深
江
北
3
‐
4
‐
11

電
話
０
９
０
（
１
２
２
）
３
７
１
２

＊
地
下
鉄
中
央
線
深
江
橋
駅
4
番
出
口　

下
車
5
分

会　
費
：（
作
品
1
点
）１
０
０
０
円

展
示
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
参
加
申
し
込
み
の
先
着
順
26
名

迄
と
な
り
ま
す
が
、
ご
了
解
願
い
ま
す
。

問
合
せ
：
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

吉
田
定
一 

０
８
０
（
５
０
０
８
）
２
５
１
５

Yosida19411002@
yshoo.co.jp

和
比
古 

０
７
９
８
（
７
２
）
９
３
０
８

hirao@
chem

.eng.osaka-u.ac.jp

美
濃
吉
昭 

０
６
（
６
５
７
３
）
１
８
８
２

m
ino213@

ares.eonet.ne.jp

地下鉄中央線

阪神高速東大阪線
深江橋駅
深江橋

至緑橋

至長田

焼肉

スペースふうら

カレーCOCO

郵便局

コイン駐車場
東陽中学校

マ
ン
シ
ョ
ン

バ
ス
停

内
環
状
線

デ
イ
リ
ー
カ
ナ
ー
ト

イ
ズ
ミ
ヤ

Ｎ

八勝園
ファミリーマート

ファミリーマート

4号出口 うどん

30周年DVD作製に向けて
創立から1999年まで5年間の映像を求む！

関西詩人協会は来年度に30周年を迎えます。「記念誌」を作ると共に、今迄の活動
を2時間DVDに纏めて同時に発刊する事になりました。多分、日本中のどの会にも
ない形なので、張り切っています。永井が編集したビデオや写真をフォルダに集
めていますが、ビデオファイルや写真は2000年からのしかありません。
　そこで1994年創立から1999年までの5年間の資料や写真を求めています。関西
詩人協会会員の皆様や、すでに退会された方も含めて、お手持ちの写真をお借り
したいと考えております。写真は必ずお返ししますので、御協力をよろしくお願
いします。

※写真の裏に「撮影日付とイベント名」「所有者のお名前」をご記入ください。
【送り先】

〒651-1213 神戸市北区広陵町1ノ28 石井方
永井ますみ 宛
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自
選
詩
集 

第
10
集 

合
評
会
報
告

　
１
月
29
日
午
後
１
時
30
分
～
５
時
、
国
労
会
館
中
会
議
室

に
て
、
表
記
合
評
会
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
21
名
。
広
め

の
会
場
で
11
名
と
10
名
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
話
合

い
を
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
の
胸
に
落
ち
た
事

と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。
自

選
詩
集
参
加
さ
れ
た
方
が
対
象
と
い
う
こ
と
で
会
場
費
は
徴

収
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

＊
グ
ル
ー
プ
Ａ
：

永
井
ま
す
み
・
阿
部
由
子
・
井
上
良
子
・
遠
藤
カ
ズ
エ　

河
合
真
規
子
・
北
口
汀
子
・
紀
ノ
国
屋 

千
・
藤
原
功
一　

船
曳
秀
隆
・
安
森
ソ
ノ
子
・
田
島
廣
子
（
11
名
）

＊
グ
ル
ー
プ
Ｂ
：

高
丸
も
と
子
・
青
葉
み
な
と
・
内
田 

縁
・
嵯
峨
京
子　

阪
井
達
生
・
下
前
幸
一
・
森
下
和
真
・
福
田
ケ
イ

山
本
由
美
子
・
吉
川
悦
子
（
10
名
）

プ
ロ
グ
ラ
ム

最
初
の
挨
拶 

永
井
ま
す
み

合
評
方
法
に
つ
い
て
解
説 

髙
丸
も
と
子

合
評
会 

ク
ジ
の
「
１
」
の
人
か
ら
合
評
の
対
象
に
な
り
、

ま
ず
作
製
意
図
を
発
言
し
た
後
、
左
回
り
全
員
に

意
見
を
伺
う
。

グ
ル
ー
プ
毎
と
全
員
の
集
合
写
真
撮
影

（
会
後
メ
ー
ル
で
配
信
）

終
了
の
挨
拶 

森
下
和
真

感
想
メ
ー
ル
よ
り

・
い
ろ
ん
な
詩
が
あ
る
な
ー
っ
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

・
他
の
作
品
に
対
す
る
思
い
や
り
や
共
感
に
、
心
晴
れ
る
思

い
が
し
ま
し
た
。
関
西
詩
人
協
会
の
新
た
な
取
り
組
み
へ

の
企
画
力
に
も
感
謝
。

・
大
変
得
る
も
の
の
多
く
、
す
ば
ら
し
い
感
性
や
感
受
性
と

出
会
え
て
う
れ
し
か
っ
た
。

・
ま
っ
た
く
新
し
い
様
々
な
視
点
で
の
解
釈
や
ご
意
見
を
伺

い
、
刺
激
を
受
け
、
多
く
の
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。
今

後
の
創
作
意
欲
に
つ
な
が
り
ま
す
。
お
顔
と
御
作
が
一
致

し
て
一
気
に
距
離
が
縮
ま
り
親
し
く
お
話
し
で
き
る
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。

・
今
後
、
こ
の
よ
う
な
形
式
の
素
晴
ら
し
い
合
評
会
、
ダ
べ

リ
ン
グ
会
が
開
か
れ
る
事
期
待
し
ま
す
。

・
背
景
、
想
い
が
語
ら
れ
そ
の
詩
を
よ
り
深
く
味
わ
う
事
が

出
来
ま
し
た
。
自
分
の
詩
に
対
し
て
も
色
々
な
角
度
か
ら

意
見
を
頂
き
充
実
し
た
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

・
皆
様
真
剣
に
詩
に
向
き
合
っ
て
お
ら
れ
て
感
動
的
で
し
た
。

・
よ
く
ご
意
見
を
述
べ
ら
れ
た
こ
と
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
各
自
読
み
込
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
場
に
来
る
。
そ
し
て
人
の
声
を
聞
く
と
い
う
こ

と
は
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

・
合
評
会
で
感
想
・
批
評
を
聞
く
機
会
が
あ
る
事
で
、
関
西

詩
人
協
会
の
会
員
や
自
選
詩
集
や
協
会
自
体
が
、
奥
行
き

の
あ
る
存
在
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

・
普
段
と
は
違
う
メ
ン
バ
ー
、
雰
囲
気
と
い
う
こ
と
で
、
詩

を
考
え
る
新
た
な
視
点
が
い
ろ
い
ろ
と
も
た
ら
さ
れ
て
貴

重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
悩
ま
し
い
点
は
、
自
分
の
話

を
す
る
の
に
と
て
も
長
い
方
が
お
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

・
知
ら
な
い
方
の
話
を
聞
く
の
も
新
鮮
で
い
い
で
す
ね
。
次

に
会
っ
た
時
は
、
も
う
知
ら
な
い
人
で
は
な
い
と
い
う
の

も
い
い
で
す
ね
。
皆
さ
ん
の
感
想
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い

た
最
後
に
、
も
う
一
度
本
人
が
話
せ
る
時
間
は
ほ
し
か
っ

た
。
１
グ
ル
ー
プ
の
人
数
が
も
う
少
し
少
な
め
の
、
７
～

８
人
が
い
い
と
思
い
ま
し
た
。
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【
追
悼
・
山
田
兼
士
さ
ん
】

　

私
の
恩
師

犬
飼
愛
生

　

山
田
兼
士
先
生
が
ご
逝
去
さ
れ
て
か
ら
、
い
く
つ
か
の
媒

体
か
ら
追
悼
文
や
追
悼
詩
を
依
頼
さ
れ
た
。
教
え
子
と
い
え

ば
、
と
私
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
る
方
が
多
か
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
多
く
の
教
え
子
が
い
る
中
で
私
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
る
こ
と
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
。

　
山
田
兼
士
先
生
と
の
出
会
い
は
私
が
大
阪
芸
術
大
学
の
文

芸
学
科
に
入
っ
た
こ
と
で
始
ま
っ
た
。
高
校
三
年
生
の
後
半

に
な
っ
て
も
大
学
の
志
望
校
を
決
め
ら
れ
な
か
っ
た
私
に
、

母
が
勧
め
て
き
た
の
が
大
阪
芸
術
大
学
だ
っ
た
。
母
が
見
せ

て
き
た
大
学
情
報
誌
に
「
詩
の
ゼ
ミ
」
の
一
文
を
見
つ
け
た

と
き
に
、
こ
こ
だ
、
と
思
っ
た
。
大
学
で
詩
を
学
べ
る
と
こ

ろ
が
あ
る
な
ん
て
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
と
っ
く
に
終

わ
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
に
絶
対
入
る
ん
だ
と
思
っ
て
願
書
を

出
し
た
。

　

大
学
の
山
田
先
生
の
詩
の
ゼ
ミ
は
思
っ
て
い
た
通
り
、
と

て
も
楽
し
く
毎
回
楽
し
ん
で
出
席
し
た
。
思
え
ば
、
当
時
山

田
先
生
は
ま
だ
四
十
代
だ
っ
た
が
胃
が
ん
の
手
術
か
ら
復
帰

さ
れ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
詩
の
ゼ
ミ
を
選
択
す
る
学
生
は
多

く
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
ぶ
ん
合
評
は
手
厚
く
学
生
た
ち
の

個
性
を
認
め
て
く
だ
さ
っ
た
。
先
生
は
推
敲
す
る
こ
と
が
大

事
な
ん
だ
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
、
ひ
と
つ
の
作
品
を
何
週
に

も
渡
っ
て
み
て
く
だ
さ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
私
た

ち
は
自
分
の
作
品
と
向
き
合
っ
て
、
仕
上
げ
て
い
く
こ
と
の

大
切
さ
を
覚
え
て
い
っ
た
。

　

ゼ
ミ
で
は
『
別
冊
・
詩
の
発
見
』
と
い
う
冊
子
を
発
行
し

て
い
て
、
そ
れ
は
学
生
作
品
と
先
生
の
人
脈
を
生
か
し
た
ゲ

ス
ト
詩
人
の
執
筆
に
よ
る
非
売
品
の
冊
子
だ
っ
た
の
だ
が
、

そ
れ
を
派
生
さ
せ
、
商
業
出
版
し
た
の
が
詩
誌
『
び
ー
ぐ

る
』
で
あ
る
。
商
業
詩
誌
『
び
ー
ぐ
る
』
を
創
刊
し
た
こ
と

は
、
山
田
先
生
の
大
き
な
仕
事
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
思
う
。

先
生
は
『
詩
学
』
が
廃
刊
し
た
あ
と
『
現
代
詩
手
帖
』
と

『
詩
と
思
想
』
の
ほ
ぼ
二
つ
の
商
業
詩
誌
し
か
な
い
状
況
に

危
機
感
を
覚
え
、
若
い
人
た
ち
が
で
て
く
る
場
を
作
り
た
い

と
の
思
い
か
ら
編
集
同
人
四
人
（
山
田
兼
士
・
高
階
杞
一
・

細
見
和
之
・
四
元
康
祐
）
と
い
う
珍
し
い
形
で
『
び
ー
ぐ

る
』
を
創
刊
さ
せ
た
。
二
〇
〇
八
年
の
創
刊
以
来
、
こ
れ
ま

で
一
度
も
休
む
こ
と
な
く
発
行
し
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、

ひ
と
つ
は
山
田
先
生
の
人
脈
の
広
さ
が
理
由
に
あ
る
と
思

う
。
多
く
の
執
筆
者
が
山
田
先
生
の
人
脈
に
よ
っ
て
そ
の

時
々
の
依
頼
を
受
け
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、『
び
ー
ぐ
る
』

は
多
彩
な
特
集
を
組
む
こ
と
が
で
き
た
と
も
い
え
る
。

　

大
学
を
卒
業
し
た
あ
と
、
私
は
詩
に
対
す
る
支
え
を
失
っ

た
よ
う
な
気
が
し
て
、
当
時
先
生
が
講
師
を
さ
れ
て
い
た
大

阪
文
学
学
校
に
入
り
た
い
と
先
生
に
直
接
相
談
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
先
生
は
「
ま
ぁ
、
犬
飼
さ
ん
に
は
も
う
全
部
教
え

ま
し
た
か
ら
ね
え
、
入
ら
な
く
て
い
い
で
す
よ
」
な
ん
て
言

っ
て
、
断
ら
れ
た
。
そ
う
な
の
か
、
と
思
っ
て
ち
ょ
っ
と
シ

ョ
ッ
ク
だ
っ
た
け
れ
ど
先
生
を
通
し
て
関
西
詩
人
協
会
と
い

う
も
の
が
あ
る
の
は
知
っ
て
い
た
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
な
ん
ら

か
の
支
え
が
欲
し
く
て
私
も
関
西
詩
人
協
会
に
入
会
す
る
こ

と
に
し
た
。
大
阪
文
学
学
校
と
朝
日
新
聞
社
が
共
催
し
て
い

る
小
野
十
三
郎
賞
の
授
賞
式
の
翌
日
、
当
時
選
考
委
員
を
さ

れ
て
い
た
小
池
昌
代
さ
ん
を
関
西
詩
人
協
会
の
総
会
時
の
ゲ

ス
ト
に
呼
ん
で
対
談
を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
た
り
、
山
田
先
生

は
関
西
詩
人
協
会
に
と
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
と
尽
力
さ
れ
た
。

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
も
、
き
っ
と
活
躍
し
て
く
だ
さ
っ
た
だ

ろ
う
と
思
う
と
、
こ
の
た
び
の
こ
と
が
本
当
に
残
念
で
寂
し

く
て
な
ら
な
い
。

　

山
田
先
生
の
ご
逝
去
に
動
揺
し
て
い
た
私
に
友
人
が
か
け

て
く
れ
た
言
葉
が
あ
る
。「
恩
師
と
呼
べ
る
人
が
い
る
な
ん

て
、
あ
な
た
は
と
て
も
幸
せ
な
ん
だ
よ
。
そ
の
山
田
先
生
の

教
え
子
で
あ
る
こ
と
に
恥
じ
な
い
よ
う
な
詩
人
に
な
る
の
が

あ
な
た
の
役
目
だ
よ
」。
本
当
に
そ
う
で
す
よ
ね
、
先
生
。

私
の
先
生
に
な
っ
て
く
だ
さ
っ
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
だ
空
か
ら
み
て
い
て
く
だ
さ
い
ね
。
私
は
ず

っ
と
書
い
て
い
き
ま
す
か
ら
。
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■
詩
の
実
作
講
座

・
４
月
8
日（
土
）午
後
2
時
～
5
時

第
４
７
７
回 「
家
持
と
立
ち
上
が
る
万
葉
集
」
①
万
葉
集
概
論

講
師 

永
井
ま
す
み

・
５
月
13
日（
土
）午
後
2
時
～
5
時

第
４
７
８
回 

Ｐ
Ｏ
１
８
８
号
を
読
む　
講
師 

尾
崎
ま
こ
と

・
６
月
10
日（
土
）午
後
2
時
～
5
時

第
４
７
９
回 

花
の
詩　

講
師 

左
子
真
由
美

場　
所
：
あ
べ
の
ベ
ル
タ
3
階

大
阪
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
会
議
室

（
大
阪
市
営
地
下
鉄 

谷
町
線
「
あ
べ
の
」
駅
下
車
す
ぐ
）

参
加
費
：
１
０
０
０
円

■
詩
を
朗
読
す
る
詩
人
の
会「
風
」

・
４
月
16
日（
日
）第
５
３
０
回 

ゲ
ス
ト 

江
口 

節
さ
ん

・
５
月
21
日（
日
）第
５
３
１
回 

ゲ
ス
ト 

細
見
和
之
さ
ん

・
6
月
18
日（
日
）第
５
３
２
回 

ゲ
ス
ト 

田
島
廣
子
さ
ん

時　
間
：
午
後
２
時
30
分
か
ら
５
時
ま
で

場　
所
：「
円
山
珈
琲
倶
楽
部
」　
℡ 

０
６
（
６
３
５
１
）
０
５
９
９ 

〒
大
阪
市
北
区
天
神
橋
２
北
１
‐
７

地
下
鉄
「
南
森
町
」、
東
西
線
「
大
阪
天
満
宮
」

駅
下
車　

③
番
出
口
上
が
る
徒
歩
1
分

参
加
費
：
１
０
０
０
円

連
絡
先
：
榊 

次
郎 

０
６（
６
５
７
４
）１
０
８
５

■
第
31
回
詩
の
教
室　
和
歌
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロ
ン

選
定
詩
集 

吉
田
健
一
『
砂
宇
宙
』（
澪
標
）

連
絡
先
：EARTH

 POEM
 PROJECT 

代
表 

中
尾
彰
秀 

０
７
３
４（
２
２
）７
２
４
８

■『
現
代
生
活
語
詩
集
２
０
２
２
・
地
球
』朗
読
会

『
現
代
生
活
語
詩
集
２
０
２
２
・
地
球
』
の
朗
読
会
が
北
上
市

の
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
２
０
２
１
年
に

開
催
予
定
だ
っ
た
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
は
詳
細
は
未
定
な
の
で
す
が
、
日
程
だ
け
決
ま
り
ま

し
た
の
で
お
報
せ
し
ま
す
。
朗
読
参
加
は
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
不

参
加
の
方
も
Ｏ
Ｋ
で
す
の
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

期　
日
：
２
０
２
３
年
６
月
24
日（
土
曜
日
）

場　
所
：
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
講
堂

連
絡
先
：
現
代
生
活
語
詩
の
会
代
表

永
井
ま
す
み 

０
９
０（
４
２
８
９
）８
２
２
５

三
ノ
宮
駅	

田
中
啓
一

遠
い
昔
を
思
い
出
す
の
が
日
課
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

父
も
母
も
生
き
て
い
て
私
と
妹
は
小
学
生

阪
神
電
車
の
三
ノ
宮
駅
で
降
り
て
地
上
に
出
る
と

傷
痍
軍
人
が
二
人

一
人
が
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
弾
き

足
の
な
い
も
う
一
人
の
人
は
四
つ
ん
這
い
の
姿
勢
で

道
に
顔
を
つ
け
ん
ば
か
り
に
し
て
い
る

顔
の
前
に
は
弁
当
箱
が
置
か
れ
、
貨
幣
が
入
っ
て
い
る

二
人
と
も
白
い
寝
間
着
の
よ
う
な
着
物
を
着
て

兵
隊
さ
ん
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い
た

私
は
見
過
ご
し
て
通
り
過
ぎ
た
の
だ
ろ
う
か

五
円
玉
や
十
円
玉
を
入
れ
た
だ
ろ
う
か

父
も
母
も
何
も
言
わ
な
か
っ
た

元
町
ま
で
歩
き

デ
パ
ー
ト
で
お
も
ち
ゃ
を
買
っ
て
も
ら
う

日
曜
日
の
た
ま
の
楽
し
み
だ
っ
た

「
さ
あ
、
わ
し
ら
、
今
日
、
稼
い
で
く
る
で
」

案
外
陽
気
な
気
分
で
街
頭
に
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

田
中
啓
一
（
た
な
か 

け
い
い
ち
）

　
一
九
四
九
年
、
神
戸
市
長
田
区
生

ま
れ
。
二
〇
年
前
に
札
幌
か
ら
京
都

嵐
山
に
転
居
し
、
関
西
に
帰
郷
で
き

た
と
喜
び
ま
し
た
。
今
回
、
貴
会
に

詩
人
と
見
な
さ
れ
入
会
い
た
し
ま
し

た
こ
と
で
、
本
当
に
帰
郷
し
た
の
だ

な
と
感
慨
ひ
と
し
お
で
す
。

編
集
後
記

　

今
年
の
冬
は
電
気
、
ガ
ス
代
が
恐
ろ
し
か
っ
た
の
で
、

暖
房
器
具
は
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
の
み
で
過
ご
し
ま
し

た
。
ヒ
ー
タ
ー
と
言
っ
て
も
室
温
６
度
の
中
で
は
大
し

た
温
か
さ
に
は
な
ら
な
い
の
で
、
と
り
あ
え
ず
厚
着
を

し
て
、
冬
の
冷
た
さ
を
や
け
く
そ
で
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
氷
の
浴
室
に
氷
の
お
布
団
で
す
。
そ
ん
な
日
々
を

過
ご
す
中
で
、
気
が
つ
く
と
春
の
兆
し
が
あ
ら
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
厳
し
い
寒
さ
を
乗
り
越
え
て
感
じ
る
春
は
、

う
れ
し
さ
も
ひ
と
し
お
で
す
。

（
会
報
担
当　

森
下
）
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２
０
２
３
年
度

　

第
１
回
関
西
詩
人
協
会
議
事
録

日　
時
：
２
０
２
２
年
12
月
17
日（
日
）13
時
30
分
～
16
時

場　
所
：
国
労
会
館

出　
席
：
10
名

議
事
進
行
：
島

１
．各
担
当
の
２
０
２
３
年
度
計
画
及
び
当
面
の
取
り
組
み

①
入
退
会
報
告

　

入
会
者
１
名　

退
会
者
４
名　

ご
逝
去
２
名　

　

承
認
後
の
会
員
数
２
２
０
名

②
会
計
報
告

　

会
計
報
告
の
承
認

　

自
選
詩
集
の
未
納
者
に
は
振
込
用
紙
に
て
督
促

③
会
報

　

１
月
６
日
発
送
作
業

④
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

ア
ク
セ
ス
数
５
９
４
０
１
（
＋
３
２
３
）

　

会
員
の
詩 

１
月
あ
た
る
し
ま
し
ょ
う
ご
中
島
省
吾

　

寺
沢
京
子
・
播
磨
カ
ナ
コ

　

会
員
の
エ
ッ
セ
イ 

10
月
い
し
だ
ひ
で
こ
・
11
月
志
田
恵

　

・
12
月
来
羅
ゆ
ら

⑤
詩
の
ひ
ろ
ば　
休
刊
中

⑥
文
学
散
歩

　

来
年
５
月
頃
予
定
東
大
阪　

司
馬
遼
太
郎

⑦
詩
画
展

　

来
年
10
月
頃
予
定

⑧
詩
の
イ
ベ
ン
ト

　

詳
細
は
４
月
の
会
報
で

⑨『
関
西
詩
人
協
会
自
選
集
』

　

合
評
会

　

1
月
29
日
（
日
）
国
労
会
館
１
時
半
～

（
担
当
：
永
井
・
高
丸
）

２
．そ
の
他

・
総
会
出
欠
に
伴
う
ハ
ガ
キ
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

・
総
会
の
反
省
点

・
関
西
詩
人
協
会
設
立
30
周
年
に
つ
い
て

（
書
記　

高
丸
）

２
０
２
３
年
度

　

第
２
回
関
西
詩
人
協
会
議
事
録

日　
時
：
２
０
２
３
年
2
月
12
日（
日
）13
時
30
分
よ
り
16
時
30
分

場　
所
：
国
労
会
館

出
席
者
：
11
名

議
事
進
行
：
島

１
．各
担
当
の
２
０
２
３
年
度
計
画
及
び
当
面
の
取
り
組
み

①
入
退
会
報
告

　

入
会
者
1
名　

退
会
者
あ
り
ま
せ
ん

　

承
認
後
の
会
員
数
２
２
１
名

②
会
計
報
告

　

会
計
報
告
を
承
認　

長
期
未
納
会
員
の
確
認

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
報
告

　
ア
ク
セ
ス
数
＋
５
５
８
件　

10
月
6
日
か
ら
2
月
10
日
ま
で
。

　

会
員
の
詩 

２
月
1
日
よ
り
熊
井
三
郎
、
尾
崎
ま
こ
と
、

　

根
来
眞
知
子

　

会
員
の
エ
ッ
セ
イ　

１
月 

村
野
由
樹　

２
月 

木
村
勝
美

④
詩
の
ひ
ろ
ば　
休
刊
中

⑤
文
学
散
歩（
詳
細
本
紙
）

幻
の
『
司
馬
遼
太
郎　
若
江
堤
の
霧
』
を
歩
こ
う
。
５
月

４
日
（
祭
）
13
時
か
ら
。
近
鉄
奈
良
線
「
若
江
岩
田
駅
」

北
「
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
い
こ
ー
ら
む
）」
集
合
。

⑥
詩
画
展（
詳
細
本
紙
）10
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
開
催
。

　
場
所
ス
ペ
ー
ス
ふ
う
ら

⑦
詩
の
イ
ベ
ン
ト（
詳
細
本
紙
）　

　

６
月
3
日
1
時
半
開
催
。
場
所
ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー

⑧『
関
西
詩
人
協
会
自
選
詩
集
』の
合
評
会
報
告（
詳
細
本
紙
）

参
加
者
21
名　

国
労
会
館
3
階
で
。
一
人
15
分
の
時
間

を
保
証
し
、
全
員
に
発
言
し
て
い
た
だ
い
た
。
参
加
者
か

ら
3
年
に
1
回
で
は
な
く
、
詩
の
合
評
の
場
が
あ
れ
ば　

と
の
意
見
あ
り
。

⑨
会
報

会
報
１
０
９
号
は
4
月
1
日
発
行
。
原
稿
の
締
切
り
は
２
月
末
。

２
．そ
の
他

①
関
西
詩
人
協
会
創
立
30
周
年
記
念
誌

来
年
度
の
事
業
で
す
が
、「
映
像
で
振
り
返
る
30
年
」
と

い
う
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
す
る
。

広
く
会
員
か
ら
映
像
素
材
か
写
真
を
集
め
る
必
要
が
あ
る
。

②
選
挙
管
理
委
員
会
の
選
出

任
期
満
了
に
よ
る
、
次
期
運
営
委
員
会
選
任
を
９
月
に
行

い
、
次
期
総
会
で
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
に
運
営
委
員
か
ら
選
挙
管
理
委
員
を
選
出
し
た
。

委
員
長 

島
委
員　

嵯
峨
委
員

会
員
か
ら
の
3
名
の
選
出
は
次
回
の
運
営
委
員
会
で
行
う
。

③
次
期
代
表
の
選
出

規
約
に
基
づ
き
、
代
表
選
出
の
た
め
検
討
を
始
め
る
。

（
書
記　

阪
井
）
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【
入
会
】

田
中
啓
一　

〒
６
１
６
‐
８
３
９
２

京
都
市
右
京
区
嵯
峨
小
倉
山
堂
ノ
前
町
21
‐
１

E-m
ail

：m
otank@

coral.ocn.ne.jp

吉
井 
淑      
〒
５
８
３
‐
０
０
１
５

藤
井
寺
市
青
山　

２
‐
11
‐
18

【
退
会
】

大
園
千
代
子
、
お
れ
ん
じ
ゆ
う
、
佐
伯 

洋
、
徳
永 

遊

【
ご
逝
去
】

清
水
一
郎（
２
０
２
２
年
４
月
）、
山
田
兼
士（
２
０
２
２
年
12
月
）

【
会
員
の
活
動
】

井
上
良
子 

第
46
回
児
童
画
国
際
交
流
展
主
催
。（
3
月
28

日
～
4
月
2
日 

京
都
市
美
術
館 

別
館
2
階
）
関
西
二
科
展

に
出
品
。（
4
月
11
～
16
日 

京
都
京
セ
ラ
美
術
館
）

田
島
廣
子 

令
和
5
年
2
月
20
日
、
21
日
に
実
施
の
中
部
近
畿

公
認
指
導
者
研
修
会
民
踊
で
４
級
検
定
試
験
に
合
格
し
た
。

中
尾
彰
秀 

12
月
3
日
第
64
回
和
歌
山
文
芸
ま
つ
り
に
於
い

て
和
歌
山
新
報
社
賞
（
詩
）
を
受
賞
し
た
。

西
田 

純 

杉
並
混
声
合
唱
団
が
第
46
回
定
期
演
奏
会
で
、
西

田 

純
の
詩
「
う
た
い
た
い
」（
作
曲
は
和
泉
耕
二
氏
）
を
合

唱
曲
と
し
て
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。（
東
京
都
、
杉
並
公
会

堂
。
昨
年
9
月
18
日
）

安
森
ソ
ノ
子 

2
月
26
日
京
都
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
の
理
事
、

編
成
委
員
に
総
会
に
て
本
年
も
選
出
さ
れ
た
。
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
で
の
安
森
ソ
ノ
子
CH
を
2
年
前
に
立
ち
上
げ
、
日
本
の
伝

統
芸
能
、
新
作
の
詩
等
を
適
宜
英
語
説
明
も
交
え
送
信
し
て

い
る
。

ま
ほ
ろ
ば
主
催
の
新
作
歌
曲
に
よ
る
第
17
回
コ
ン
サ
ー
ト
が

3
月
5
日
に
茨
木
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
左
子
真
由

美
、
下
田
喜
久
美
、
髙
丸
も
と
子
、
西
田
純
、
瑞
木
よ
う
の

詩
が
歌
わ
れ
た
。

【
会
員
の
詩
書
】

・
日
本
現
代
詩
選
２
０
２
２（
通
巻
第
40
集
）日
本
詩
人
ク
ラ
ブ

・
中
島
省
吾　
『
あ
た
る
し
ま
し
ょ
う
ご
』

（Kindle

版 

オ
オ
カ
ミ
編
集
室
２
０
２
３
年
1
月
6
日
）

・
紀
ノ
国
屋 

千 

詩
集『
美
と
伴
に
』（
竹
林
館
）

・
高
丸
も
と
子
絵
本『
ト
ナ
カ
イ
お
お
か
み
ロ
ン
』

（
み
ら
い
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
） 

・
馬
渕
兼
一
詩
集『
赦
さ
れ
て
』（
ブ
イ
ツ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
）

【
会
員
発
行
の
詩
誌
】

ア
リ
ゼ 

第
２
１
２
・
２
１
３
号 

以
倉
紘
平

異
郷 

62
号 

村
上
久
雄

苺
余
果 

１
７
７
～
１
７
８
号 

藤
の
樹
々
（
藤
本
数
博
）

イ
リ
ヤ 

22
号 

尾
崎
ま
こ
と

銀
河
詩
手
帖 

３
１
５
号 

近
藤
摩
耶

軸 

１
４
５
号 

榊
次
郎

指
名
手
配 

第
6
号 

佐
相
憲
一

新
燎
原 

45
号 

小
林
尹
夫

ふ
～
が 

49
号 

竹
内
ま
さ
き

M
essier 

60
号 

香
山
雅
代

RAVINE 

２
１
７
号 

牧
田
久
未

リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル 

１
８
６
号 

正
岡
洋
夫

【
団
体
の
会
報
・
図
書
】

秋
田
県
現
代
詩
協
会 

会
報
６
０
７
号

秋
田
県
現
代
詩
年
鑑
２
０
２
３

い
ち
ご
通
信
（
大
分
県
詩
人
連
盟
会
報
） 

第
34
号

岩
手
詩
人
ク
ラ
ブ
会
報 
第
１
０
１
号

岡
山
県
詩
人
協
会
だ
よ
り 
37
号

香
川
県
詩
集 

第
26
集 

２
０
２
２
年
度
版

熊
本
県
詩
集
２
０
２
２
（
16
集
）

埼
玉
詩
人
会
会
報 

１
０
１
号

静
岡
県
詩
人
会
会
報 

１
４
７
号

千
葉
県
詩
人
ク
ラ
ブ
会
報 

NO.
２
６
０

栃
木
県
現
代
詩
年
鑑
２
０
２
２

と
っ
と
り
詩
人 

第
43
号

長
野
県
詩
人
協
会
会
報 

１
５
２
号

日
本
現
代
詩
人
会 

会
報 

１
６
８
・
１
６
９
号

日
本
詩
歌
句
協
会 

会
報 

47
号

日
本
詩
人
ク
ラ
ブ 

詩
界
通
信 

１
０
１
号

ひ
ょ
う
ご
現
代
詩
集
２
０
２
２

福
井
県
詩
人
懇
話
会 

会
報 

１
０
９
号

福
岡
詩
人
会
会
報 

１
８
４
号

福
島
県
詩
人
会 

会
報 

１
３
０
号

宮
城
の
現
代
詩
２
０
２
２

横
浜
詩
人
会
通
信 

３
２
５
号

関
西
詩
人
協
会
会
報 

第
１
０
９
号　

発
行
者
・
左
子
真
由
美

 

【
関
西
詩
人
協
会
事
務
局
】〒
６
５
１
‐
１
２
１
３
神
戸
市
北
区
広
陵
町
１
‐
28

永
井
ま
す
み  

℡ 

０
７
８（
５
８
１
）９
５
８
２

※
次
号
の
原
稿
締
切
は
５
月
末
日
で
す
。

会
報
・
森
下
和
真　

M
ail:m

orishita62r@
gm

ail.com
〈
事
前
告
知
〉

次
期
運
営
委
員
の
選
挙
が
あ
り
ま
す
!!

　

次
号
の
7
月
会
報
と
一
緒
に
、
次
期
運
営
委
員
20
名

と
会
計
監
査
委
員
1
名
を
選
ぶ
、
投
票
用
紙
を
同
封
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

会
員
の
方
は
必
ず
ご
投
票
下
さ
い
。

●
投
票
用
紙
の
送
付
：
次
号
7
月
会
報
に
同
封

●
投
票
の
締
切
：
7
月
31
日

●
記
載
要
領
：
被
選
挙
人
名
簿
か
ら
次
期
運
営
委
員
20

名
と
会
計
監
査
委
員
1
名
を
選
び
、
投
票
用
紙
に
記

載
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
て
返
送
。（
記
載
は
20
名

以
下
で
も
OK
）

　

次
号
7
月
会
報
で
送
ら
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
ご
投
票
の
程
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

関
西
詩
人
協
会
選
挙
管
理
委
員
会


